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開　講 毎年  ・  隔年

区　分 選択

単位 １　単位 科目責任者 林　直樹　教授 （板橋・精神） 授業形態 講義・演習
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№ 月日 時間 担当者 備考

1
林直樹 教授
（板橋・精神）

大学棟本館
1階105教室

2
赤羽晃寿　病院准教授

（板橋・精神）
〃

3
栃木衛　准教授
（板橋・精神）

〃

4
林直樹 教授
（板橋・精神）

〃

5
栃木衛　准教授
（板橋・精神）

〃

6 ケース検討（身体合併症・せん妄）
赤羽晃寿　病院准教授

（板橋・精神）
〃

7
伊東ゆたか　病院教授

（板橋・精神）
〃

8
伊東ゆたか　病院教授

（板橋・精神）
〃

※講義日程の変更・追加の連絡等がある場合、登録されているメールアドレスに連絡します。

「現代臨床精神医学」（改訂12版,12W及び精神科外来、精神科研究室にて借り出し可）の講義に該当する項目についてあらか
じめ学習しておくことが望ましい。
1回の授業に対して、予習・復習それぞれ30分程度が必要である。

　共 通 科 目 精神医学・医療心理学特論
Advanced Study & Research for Psychiatry and abnormal psychology

診断に基づき、心理社会的治療と薬物療法を包括的に実施していく能力を、症例検討を通して学び、精神科以外の領域にお
いても心身両面の治療が行えることを目標とする。

医師・患者関係を基礎に置いた医療心理学と精神科面接の知識を学び、その技術を習得する。また精神科診断学についての
知識を学び、症例に即して診断を行う技術を習得する。

その他の演習・セミナー等 ・臨床精神医学演習

講義・演習の課題（30%）、演習における報告発表（40%）、Discussion内容（30%）を評価する。

「現代臨床精神医学」（改訂12版)、「DSM５」（日本語版、精神科研究室、医学図書館にて閲覧可能）

試験やレポート等に対し、講義の中での解説等のフィードバックを行う。
この科目と学位授与方針との関連をカリキュラムマップを参照し理解すること。

講義タイトル

臨床に役立つ精神科薬物療法

臨床に役立つ精神科診断学

医療心理学にもとづく精神科面接のこ
つ

ケース検討（自殺企図例）

家族・患者への情報提供と同意

ケース検討（統合失調症）

ケース検討（うつ病）

2019年度 

開講なし 


